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地
方
自
治
体
が
責
任
を
持
っ
て
充
実
し
た

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、

需
要
に
見
合
っ
た
財
源
の
確
保
が
不
可
欠
で

す
。

　

地
方
法
人
特
別
税
等
の
廃
止
、
法
人
住
民

税
の
国
税
化
の
撤
廃
と
地
方
税
へ
の
復
元
を

迅
速
に
行
い
、
地
方
が
担
う
権
限
と
責
任
に

見
合
う
地
方
税
財
源
拡
充
等
へ
取
り
組
む
よ

う
、
国
会
及
び
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

　

手
話
は
、
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ

り
、
聴
覚
障
害
者
に
と
っ
て
重
要
な
情
報
獲

得
や
意
思
疎
通
の
手
段
で
す
。

　

手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る

こ
と
を
広
く
周
知
し
、
手
話
の
普
及
・
研
究

等
の
環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
「
手
話
言
語

法（
仮
称
）」
を
制
定
す
る
よ
う
、
国
会
及
び

政
府
に
求
め
ま
し
た
。

手
話
言
語
法（
仮
称
）の
制
定

を
求
め
る
意
見
書

地
方
税
財
源
の
拡
充に

関
す
る
意
見
書

今
定
例
会
で
議
決
し
た

意

見

書
（
要
旨
）

　

意
見
書
の
全
文
は
、
区
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第4回定例会で可決した主な

第 4 回定例会初日の本会議で、吉住健一区長か
ら区長就任にあたっての所信表明がありまし
た。所信表明の全文は、新宿区ホームページで
ご覧いただけます。

○新宿中央公園フットサル施設の開場時間・利用手続等を規定し、管理を指定管理者の業務に追加
○�平成 26年度一般会計補正予算（第 6号）� 1 億 4,289 万 2千円
　・衆議院議員選挙及び最高裁判所裁判官国民審査の執行に要する経費� 8,815 万 3千円　　など　　　　　　　　　　　　…………関連記事 4面

あけましておめでとうございます

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
区
民
の
皆
様
に
は
お
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
局
地
的
な
豪

雨
に
よ
り
発
生
し
た
土
砂
災
害
や

火
山
噴
火
、
度
重
な
る
大
型
台
風

の
来
襲
等
、
ま
さ
に
自
然
の
猛
威

に
よ
っ
て
、
大
き
な
被
害
が
各
地

で
発
生
し
ま
し
た
。
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
ご
遺
族
の
方
々
へ
の

お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
に
目
を
転
じ
て
み

ま
す
と
、
日
銀
の
思
い
切
っ
た
金

融
緩
和
、
株
価
の
上
昇
、
円
安
が

進
ん
だ
り
と
、
市
況
も
活
発
に
動

い
た
一
年
で
し
た
。
そ
し
て
、
暮

れ
に
は
消
費
税
の
再
引
き
上
げ
を

め
ぐ
っ
て
、
解
散
総
選
挙
が
行
わ

れ
、
慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
と
も
な

り
ま
し
た
。

　

一
方
、
私
達
の
住
む
新
宿
区
に

お
い
て
も
、区
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

三
期
12
年
に
わ
た
っ
て
務
め
ら
れ

た
中
山
弘
子
前
区
長
か
ら
、
吉
住

健
一
新
区
長
に
区
政
の
バ
ト
ン
が

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

区
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
区
長

部
局
と
連
携
し
て
、
安
全
安
心
な

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
と
と
も
に
区
民
の
皆
様
の
声
に

真
摯
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
引
き

続
き
、
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
新
宿
区
の
発

展
と
区
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
宿
区
議
会
議
長
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議
　
長
　
お
ぐ
ら
利
彦

副
議
長
　
鈴
木
ゆ
き
え

　

新
宿
区
政
に
あ
っ
て
も
、
少
子

高
齢
社
会
の
中
で
、
毎
年
、
社
会

保
障
関
連
経
費
が
増
加
す
る
状
況

で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
維
持
の
た
め
の
持
続
可

能
な
財
政
運
営
の
確
保
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
今
後
も
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
真
に
必
要
な
事
業
が

的
確
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
、

ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

近
年
、
地
方
分
権
の
潮
流
の
中

で
地
方
議
会
の
活
性
化
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
地
方
議
員
の
役
割
や

責
任
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
新
宿
区
議
会
公

明
党
は
、
二
元
代
表
制
に
お
け
る

議
会
の
立
場
か
ら
、常
に
現
場
第
一

主
義
に
徹
し
、
区
民
の
皆
様
の
視

点
に
立
脚
し
た
政
策
を
提
言
す
る

と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
で
安
定
的
な
区
政
運
営
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

区
民
に
一
番
身
近
な
区
政
が
、

そ
の
防
波
堤
と
な
っ
て
区
民
生
活

を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

認
可
保
育
園
や
特
養
ホ
ー
ム
の
増

設
、
介
護
保
険
の
保
険
料
・
利
用

料
の
負
担
軽
減
な
ど
、
区
民
の
く

ら
し
を
支
え
応
援
す
る
区
政
に
す

る
た
め
、
日
本
共
産
党
区
議
団
は

今
年
も
頑
張
り
ま
す
。
み
な
さ
ま

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

景
気
は
、
個
人
消
費
な
ど
に
弱

さ
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
緩
や
か

な
回
復
が
続
く
中
、
今
、
求
め
ら

れ
て
い
る
の
が
、
景
気
下
支
え
の

た
め
の
確
か
な
経
済
対
策
で
す
。

こ
の
こ
と
が
経
済
の
好
循
環
を
拡

大
し
、雇
用
や
所
得
環
境
を
改
善
、

景
気
回
復
を
加
速
さ
せ
、
地
域
経

済
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
も
の
と

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
第
二
次
実
行

計
画
の
総
仕
上
げ
と
な
る
年
で
あ

り
ま
す
。
区
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
引
き
続
き
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
11

月
に
新
区
長
が
誕
生
し
、
新
た
な

区
政
が
ス
タ
ー
ト
し「
暮
ら
し
や

す
さ
と
賑
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
向
上
に
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
区
長
選
挙
に
続
い
て

年
末
に
突
然
の
解
散
・
総
選
挙
と

な
り
、
日
本
共
産
党
は
、
安
倍
政

権
の
暴
走
を
止
め
よ
う
と
訴
え
躍

進
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

景
気
回
復
の
実
感
も
な
い
中
、

消
費
税
10
％
は
先
送
り
さ
れ
た
も

の
の
、
医
療
・
介
護
・
年
金
・
子

育
て
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
改
悪

は
、
今
年
４
月
、
本
格
的
に
実
施

幹事長

〒169-0075
高田馬場3-23-1
YSKビル601
（3366）3575

2 期
ひやま　真一

幹事長

〒161-0032
中落合2-12-26
グランスイート
中落合101
（3952）8354

3 期
有馬としろう

団長

〒169-0051
西早稲田2-19-1
共美ビル101
090（3088）9591

5 期
沢田　あゆみ

〒161-0032
中落合1-6-13
ニューハイツ
中落合405
（5983）3322

〒169-0073
百人町3-22-12-102
（3368）5035

〒160-0017
左門町12
ライジングプラザ
5A
090（1544）5088

3 期

2期

6期

深沢としさだ

野もとあきとし

雨宮　武彦

副幹事長

〒162-0838
細工町1-8
ヴィラK2　302
（3260）3104

2 期
吉住　はるお

副幹事長

〒160-0022
新宿1-6-8
（3354）2730

4 期
鈴木　ゆきえ

副幹事長

幹事長副団長副幹事長・政調会長

〒162-0052
戸山1-16-16-310
090（4849）3227

5 期
近藤　なつ子

〒169-0051
西早稲田1-18-15
ヴェラハイツ
早稲田404
（3207）5271

〒162-0041
早稲田鶴巻町537
メゾン三晃302
（3232）5483

〒161-0034
上落合1-1-15-302
080（5483）5516

3 期

1期

6期

佐原　たけし

豊島　あつし

田中のりひで

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

新
宿
区
議
会
公
明
党

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

〒160-0021
歌舞伎町2-42-3
下村ビル
（3200）7181

3 期
下村　治生

〒162-0824
揚場町2-12-208
（3267）5113

4 期
小松　政子

〒160-0022
新宿7-16-13
090（4015）8151

4 期
阿部　早苗

〒169-0074
北新宿4-23-2-302
（6279）1838

1 期
池田だいすけ

〒169-0074
北新宿1-13-3
（3361）5315

1 期
北島　敏昭

〒162-0842
市谷砂土原町3-18
090（1802）4520

4 期
あざみ　民栄

〒160-0004
四谷1-3
（3353）9000

〒161-0032
中落合1-21-3
（3366）0164

〒161-0031
西落合1-32-18
090（9330）9004

〒160-0023
西新宿8-1-8
（3366）0071

〒160-0012
南元町4-17-512
090（1551）9230

〒169-0074
北新宿1-6-16
朝日クレスパリオ
北新宿602
090（2641）8431

3 期

4期

3期

1期

1期

1期

おぐら　利彦

赤羽　つや子

川村のりあき

桑原　羊平

井下田　栄一

佐藤　佳一

〒161-0031
西落合1-25-15-301
（3951）9848

〒169-0072
大久保2-2-20-502
（3202）1474

5 期

2期

宮坂　俊文

中村しんいち

新
宿
区
民
と
し
て
誇
れ
る

新
し
い
新
宿
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

新
生
新
宿
区
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
更
な
る

現
場
主
義
・
区
民
視
点
で
取
組
み
を
進
め
ま
す

安
倍
政
権
の
社
会
保
障
改
悪
か
ら
区
民
の

く
ら
し
を
守
る
区
政
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
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凡　例

会派役職
氏　　名

当選期数
住　　所

電話番号

心
に
刻
み
、
区
民
一
人
一
人
の
切

実
な
想
い
に
正
面
か
ら
向
き
合

い
、
真
実
の
心
で
活
動
さ
せ
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
に
残
さ
れ
た
わ
ず
か
な

任
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
年
々
増

加
す
る
生
活
保
護
費
、
高
齢
社
会

へ
の
対
応
、
子
育
て
支
援
、
首
都

直
下
地
震
へ
の
備
え
等
、
切
実
な

区
政
課
題
に
引
き
続
き
精
一
杯
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
発

展
さ
せ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
首
都
直
下
地
震
や
豪

雨
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の
総
合
防

災
対
策
の
確
立
も
急
務
で
す
。

　

東
京
五
輪
を
契
機
に「
品
格
あ

る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」に
も
全

力
を
挙
げ
ま
す
。
引
き
続
き
ご
指

導
、
ご
鞭べ

ん

撻た
つ

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
会
、
地
方
そ
れ
ぞ

れ
の
議
員
の
不
祥
事
が
相
次
ぎ
、

国
民
の
政
治
家
に
対
す
る
不
信
が

深
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、
国
民
に
背
を
向

け
た
数
多
く
の
出
来
事
を
見
ま
す

と
、
会
派
所
属
議
員
一
人
一
人
が

改
め
て
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、

「
区
民
が
幸
福
に
心
豊
か
で
安
ら

か
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
」
と
い

う
、
区
議
会
議
員
本
来
の
役
割
を

　
「
区
民
主
権
の
会
」
は
、
吉
住

健
一
区
長
と
共
に
、
決
意
新
た
に

新
宿
区
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
し

ま
す
。

　

中
山
弘
子
さ
ん
は
、
現
場
・
現

実
を
重
視
し
、
区
民
ひ
と
り
ひ
と

り
の
声
を
大
事
に
し
、「
子
育
て

世
代
、
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
ま

ち
」、「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」、

「
歴
史
・
文
化
の
香
る
ま
ち
」へ
大

き
く
区
政
の
舵
を
切
り
ま
し
た
。

幹事長

〒160-0007
荒木町8
カインドステージ
四谷三丁目401
（3355）0546

4 期
志田　雄一郎

〒162-0825
神楽坂6-16
（3260）0669

1 期
久保　広介

副幹事長

〒169-0073
百人町2-5-1-204
（3365）0103

2 期
平間　しのぶ

〒162-0041
早稲田鶴巻町521
グリーンステージ
早大通り406
（3209）1635

1 期
鈴木　ひろみ

民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

区
民
主
権
の
会

〒169-0075
高田馬場1-20-10-303
（3208）8340

6 期
かわの　達男

社
会
新
宿
区
議
会
議
員
団

幹事長

〒160-0022
新宿1-19-6-503
（3353）8059

7 期
根本　二郎

〒161-0033
下落合3-16-15-701
（3954）3573

4 期
のづ　たけし

〒161-0032
中落合4-6-11
（5983）8811

5 期
えのき　秀隆

平成２７年第１回定例会のお知らせ
★2月20日から3月23日までの予定です。主な日程は、次のとおりです。

2月20日（金）　　午後 ２時から  （平成27年度区政の基本方針説明）
2月25日（水）　　午前10時から  （代表質問等）
2月26日（木）　　午前10時から  （代表質問・一般質問、議案の提案説明等）
3月23日（月）　　午後 ２時から  （議案、意見書・決議の採決等）

本　会　議

2月27日（金）～3月12日（木）　午前10時から  （平成27年度予算案の審査）予算特別委員会

3月16日（月）・17日（火）　　　午前10時から常任委員会

3月18日（水）　　午前10時から

特別委員会 （防災等安全対策、自治・地方分権）

3月19日（木）　　午後1時30分から

特別委員会 （議会・行財政改革）

〒162-0851
弁天町87-203
（5261）8315

3 期
なす　雅之

新
宿
区
議
会
花
マ
ル
ク
ラ
ブ

●「新宿区議会ホームページ」のアドレスは、http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/index08.html です。

★ぜひ傍聴にいらしてください。（区役所５階）
★手話通訳者または要約筆記者の配置もできます。
　事前に議会事務局（☎5273－3534）までご連絡ください。
★本会議・予算特別委員会は、「新宿区議会ホームページ」でインターネット中継
　（生中継・録画）を実施しています。ぜひご利用ください。

一
人
で
も
出
来
る
　
一
人
だ
か
ら
出
来
る

花
マ
ル
も
ら
え
る
新
宿
に

「
飛
躍
の
年
へ
！
」

新
た
な
決
意
で
頑
張
り
ま
す

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
区
政
実
現
の
た
め

区
民
と
共
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

区
民
一
人
一
人
の
切
実
な
想
い
に
向
き
合
い

真
実
の
心
で
力
を
尽
く
す

区議会議員の寄附行為は
法律で禁止されています

　公職選挙法により、区議会議
員等の政治家（候補予定者含む）
は、年賀状等の時候のあいさつ
状（答礼のための自筆によるも
のは除く）を出すことを禁じら
れています。
　選挙区内の新年会、祭り、学
校行事等でお金や物を贈ること
も一切禁止されています（開催
通知に会費の金額が明記されて
いる場合は除く）。また、有権
者（実行委員会、各種団体等）が
政治家に対して寄附を求めるこ
とも禁じられています。
　区民の皆様のご理解とご協力
をお願いします。
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議案の概要と審議結果（賛成…○、反対…×） 会派略称 自　民＝自由民主党新宿区議会議員団
共　産＝日本共産党新宿区議会議員団
主　権＝区民主権の会
花マル＝新宿区議会花マルクラブ

公　明＝新宿区議会公明党
民無ク＝民主 ･ 無所属クラブ
社　会＝社会新宿区議会議員団

新宿区議会ホームページもご覧ください！

単位（円）

単位（円）

○  収入…区が会派に対して交付した金
額。月額15 万円に会派の人数を乗じた
金額です。

○  年度末に生じた残額（収入－支出合計）
は、区へ返還されます。

● 政務活動費
　  地方自治法に基づき「新宿区政務活動

費の交付に関する条例」を制定し、議員
（会派）の調査研究その他の活動に必要
な経費の一部として、区が会派に交付
しています。

●  政務活動費は、次の使途に用いること
はできません

　  ①政党活動、後援会活動、選挙運動、あ
るいは個人の利益のために要する経費
としての支出　②日当（1 日あたりの
決まった手当て）としての支出　③寄
付金、賛助会費等、公職選挙法に抵触す
るものへの支出　④交際費に要する経
費への支出（結婚式の祝い金、香料、見
舞金等）

● 議長交際費とは
　  円滑な議会運営を図るため、議長が議会を代表し

て各種行事や接遇・儀礼など対外的な活動をする
ために支出する経費です。

● 毎月の執行額について
　  月ごとの集計額を翌月に区議会ホームページで公

表しています。平成23年4月分以降をご覧いただ
けます。

会 派 名　（人数） 収　入
支　　出

支出合計
調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情活動費 会議費 資料費 人件費 事務費

自由民主党新宿区議会議員団（9） 8,100,000 495,790 68,300 2,796,430 171,720 33,290 0 296,035 2,030,000 988,024 6,879,589

新 宿 区 議 会 公 明 党（9） 8,100,000 489,047 447,981 3,414,320 0 0 0 454,541 0 1,117,872 5,923,761

日本共産党新宿区議会議員団（8） 7,200,000 164,261 82,158 2,634,189 2,171,761 0 1,866 228,666 200,188 1,316,548 6,799,637

民 主 ・ 無 所 属 ク ラ ブ（4） 3,600,000 114,440 0 1,267,843 0 0 10,800 1,000 849,200 318,333 2,561,616

区 民 主 権 の 会（3） 2,700,000 244,556 10,000 1,926,794 0 0 0 21,792 12,000 97,110 2,312,252

社 会 新 宿 区 議 会 議 員 団（1） 900,000 97,261 40,580 411,540 0 0 0 24,264 0 305,027 878,672

新 宿 区 議 会 花 マ ル ク ラ ブ（1） 900,000 98,810 239,923 262,861 104,690 0 0 9,956 30,000 77,511 823,751

　　　　   合　　計   　　　（35） 31,500,000 1,704,165 888,942 12,713,977 2,448,171 33,290 12,666 1,036,254 3,121,388 4,220,425 26,179,278

平成26年度上半期　政 務 活 動 費 の 各 会 派 収 支 報 告  〔平成２６年４月～９月分〕

平成26年度上半期　議 長 交 際 費 支 出 状 況                  〔平成２６年４月～９月分〕

会　費 見舞い 弔　慰 接　遇 合　計

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

町 　 　 　 会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地  域  団  体 2 11,000 0 0 0 0 0 0 2 11,000

商 　 店 　 会 1 10,000 0 0 0 0 0 0 1 10,000

各種関係団体 12 118,000 0 0 0 0 0 0 12 118,000

そ 　 の 　 他 1 15,000 0 0 1 10,000 1 16,562 3 41,562

合 　 　 　 計 16 154,000 0 0 1 10,000 1 16,562 18 180,562

支出項目

支出先

平成26年第4回定例会　（12月5日～12月22日）

議　案　名 概　　要 自民 公明 共産 民無ク 主権 社会 花マル 議決結果

区　

長　

提　

出　

議　

案　
（
40
件
）

予　

算　
（
3
件
）

平成26年度新宿区一般会計補正予算（第6号）
補正予算額：1億4,289万2千円、補正後予算額：1,438億6,563万8千円
補正の理由： 衆議院議員選挙及び最高裁判所裁判官国民審査の執行に要する経費、一般会計

における予備費を計上
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成26年度新宿区一般会計補正予算（第7号） 補正予算額：5,801万6千円、補正後予算額：1,439億2,365万4千円
補正の理由：報酬改定及び給与改定等に伴う増等を計上 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

平成26年度新宿区後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 補正予算額：204万7千円、補正後予算額：66億4,185万3千円
補正の理由：給与改定等に伴う増等を計上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条　

例　

の　

改　

正　
（
11
件
）

新宿区議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部を改正する条例 新宿区議会議員の議員報酬の月額を改定する。 ○ ○ × ○ ○ ○ × 可決
新宿区長及び副区長の給料等及び旅費条例の一部を改正
する条例 区長及び副区長の給料の月額を改定する。 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決
新宿区監査委員の給料等に関する条例の一部を改正する
条例 新宿区監査委員の給料及び報酬の月額を改定する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
新宿区教育委員会の委員の報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例 新宿区教育委員会の委員の報酬の月額を改定する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
新宿区教育委員会教育長の給料等及び勤務等に関する条
例の一部を改正する条例 新宿区教育長の給料の月額を改定する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
新宿区職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 特別区人事委員会の勧告を受け、職員の給与を改定する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
新宿区幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例 特別区人事委員会の勧告を受け、幼稚園教育職員の給与を改定する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
新宿区職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 職員の退職手当の調整額について所要の改正を行う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
児童福祉法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整理に関する条例 「児童福祉法」の改正に伴い、関係条例について引用条項を改める。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
新宿区学童クラブ条例の一部を改正する条例 学校休業期間を選択して利用できる学童クラブの利用区分を新たに設ける。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
新宿区立公園条例の一部を改正する条例 新宿中央公園にフットサル施設を設けることに伴い、所要の改正を行う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

そ　

の　

他　
（
25
件
）

公の施設の指定管理者の指定について

四谷地域センター（内藤町87）　　　　　　　　　 …四谷地域センター運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
牛込簞笥地域センター（簞笥町15）　　　　　　　 …牛込簞笥地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
榎町地域センター（早稲田町85）　　　　　　　　 …榎町地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
若松地域センター（若松町12-6）　　　　　　　　　…若松地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
大久保地域センター（大久保2-12-7）　　　　　　　…大久保地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
戸塚地域センター（高田馬場2-18-1）　　　　　　　…戸塚地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
落合第一地域センター（下落合4-6-7）　　　　　　…落合第一地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
落合第二地域センター（中落合4-17-13）　　　　　…落合第二地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
柏木地域センター（北新宿2-3-7）　　　　　　　　…柏木地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
角筈地域センター（西新宿4-33-7）　　　　　　　　…角筈地域センター管理運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
百人町高齢者在宅サービスセンター（百人町3-30-2）…社会福祉法人新宿区社会福祉事業団 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
東戸山高齢者在宅サービスセンター（戸山2-34-2）　…社会福祉法人アゼリヤ会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
新宿福祉作業所（戸山1-22-2）　　　　　　　　　　…社会福祉法人日本キリスト教奉仕団 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
高田馬場福祉作業所（高田馬場4-10-2）　　　　　 …社会福祉法人東京都知的障害者育成会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
障害者生活支援センター（百人町4-4-2）　　　　　…医療法人財団厚生協会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
高田馬場シニア活動館（高田馬場3-39-29）　　　　…特定非営利活動法人ワーカーズコープ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
新宿地域交流館（新宿5-3-13）　　　　　　　　　　…生活協同組合・東京高齢協 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
山吹町地域交流館（山吹町342）　　　　　　　　　…生活協同組合・東京高齢協 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
上落合地域交流館（上落合2-28-8）　　　　　　　　…生活協同組合・東京高齢協 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
高田馬場地域交流館（高田馬場1-4-17）　　　　　　…社会福祉法人新宿区社会福祉事業団 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
かしわヴィレッジ（北新宿3-27-6）　　　　　　　　…社会福祉法人新宿区社会福祉事業団 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
北新宿地域交流館、北新宿第一児童館（北新宿2-3-7）…テンプスタッフ・ウィッシュ株式会社 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
高田馬場第一児童館（高田馬場3-18-21）　　　　　…株式会社サクセスアカデミー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
上落合児童館（上落合2-28-8）　　　　　　　　　　…テンプスタッフ・ウィッシュ株式会社 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
中井児童館（中井1-8-12）　　　　　　　　　　　　…株式会社キッズベースキャンプ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

諮問 人権擁護委員候補者の推薦に関する意見の聴取について 中村 雅 氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定
議員提出議案
意見書（2件）

地方税財源の拡充に関する意見書
１面の「意見書（要旨）」をご覧ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
手話言語法（仮称）の制定を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決



備
を
進
め
る
。
②
現
在
は
、
待
機
者

や
施
設
入
退
所
者
に
つ
い
て
、随
時
、 

情
報
収
集・分
析
を
行
っ
て
お
り
、
引 

き
続
き
適
切
な
実
態
把
握
に
努
め
る
。

早
期
に
35
人
学
級
の
推
進
を

　
　
　

児
童
・
生
徒
が
き
め
細
や
か

な
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
学
級

担
任
と
な
り
得
る
教
員
を
増
や
し
、

35
人
学
級
を
更
に
推
進
す
べ
き
と
考

え
る
。
国
・
都
へ
の
強
い
要
望
を
。

　
　
　

小
１
は
、
原
則
35
人
学
級
と

し
て
お
り
、
小
２
と
中
１
も
可
能
な

限
り
35
人
学
級
を
実
施
し
て
い
る
。

小
・
中
学
校
の
全
学
級
に
担
任
を
配

置
し
、
35
人
学
級
と
す
る
こ
と
は
、

質
の
高
い
教
育
の
提
供
に
つ
な
が

る
。
平
成
25
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る

国
・
都
へ
の
要
望
を
継
続
し
て
い
く
。

み
を
参
考
に
、
町
会
・
自
治
会
向
け

の
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
・
配
付

を
検
討
す
る
。

特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
を
ゼ
ロ
に

　
　
　

①
在
宅
介
護
が
困
難
な
高
齢

者
と
家
族
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
、
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
ゼ
ロ
へ

の
取
組
み
が
急
務
。
区
内
に
特
養

ホ
ー
ム
の
増
設
を
。
②
前
回
実
施
し

た
待
機
者
に
関
す
る
調
査
か
ら
３
年

が
経
ち
、
区
民
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化

し
て
い
る
。
再
度
調
査
を
実
施
し
、 

実
態
の
把
握
と
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
。

　
　
　

①
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
公

有
地
を
活
用
し
た
特
養
ホ
ー
ム
の
整

「熱心・誠実・謙虚さ」を持って区政運営を

等
は
事
業
計
画
上
の
整
備
区
域
に
含

ま
れ
て
い
な
い
が
、
必
要
な
地
域
に

適
地
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
検
討
す
る
。

新
宿
区
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と

第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画

　
　
　

8
月
末
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
待
機
者
は
996
人
で
、
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
。
都
が
土
地

賃
貸
助
成
を
大
幅
に
拡
充
し
た
こ
と

も
あ
り
、
公
有
地
を
活
用
し
て
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
増
設
す
べ
き
。

　
　
　

現
時
点
で
は
具
体
的
な
場
所

の
予
定
は
な
い
が
、
整
備
可
能
な
土

地
に
関
す
る
情
報
収
集
に
努
め
、
整

備
の
促
進
へ
つ
な
げ
る
。

　

こ
の
他
に
、
新
宿
区
障
害
者
計
画

等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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な
い
。
国
が
「
2017
年
4
月
1
日
待
機

児
童
ゼ
ロ
」
を
掲
げ
る
も
と
、
深
刻

な
待
機
児
童
の
現
状
を
踏
ま
え
、
事

業
計
画
を
前
倒
し
し
て
一
刻
も
早
く

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
達
成
を
。
②
計
画

策
定
に
あ
た
っ
て
実
施
し
た
調
査
で

顕
著
な
ニ
ー
ズ
の
あ
っ
た
、
幼
稚
園

の
3
歳
児
保
育
の
拡
充
と
預
か
り
保

育
を
実
施
す
べ
き
。
③
都
は
公
有
地

等
の
活
用
に
関
し
て
制
度
の
改
善
を

図
っ
た
。
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
跡
や

旧
戸
山
第
三
保
育
園
を
活
用
し
て
園

庭
の
あ
る
保
育
所
を
確
保
す
べ
き
。

　
　
　

①
事
業
計
画
素
案
は
年
度

内
に
見
直
し
、
本
計
画
を
策
定
。
そ

の
後
も
毎
年
検
証
し
、
課
題
が
明
ら

か
に
な
っ
た
場
合
は
事
業
の
前
倒
し

も
含
め
機
敏
に
対
応
す
る
。
1
日
で

も
早
い
待
機
児
童
の
解
消
を
目
指
し

て
取
り
組
む
。
②
計
画
素
案
で
3
歳

児
の
確
保
数
が
今
後
も
不
足
し
て
い

く
こ
と
、
預
か
り
保
育
の
ニ
ー
ズ
が

一
定
量
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

3
歳
児
ク
ラ
ス
の
増
設
に
関
し
廃
止

対
象
と
な
っ
て
い
る
区
立
園
も
含
め

て
検
証
中
。
3
歳
児
保
育
と
預
か
り

保
育
に
つ
い
て
公
私
立
園
で
可
能
か

協
議
中
。
③
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
跡

消
費
税　

％
へ
の
増
税
は
中
止
を

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

沢
田�
あ
ゆ
み

　
　
　

区
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

て
、
①
憲
法
99
条「
公
務
員
の
憲
法

擁
護
義
務
」へ
の
区
長
の
認
識
は
。

②
前
区
政
の
平
和
施
策
を
継
承
し

「
平
和
首
長
会
議
」「
日
本
非
核
宣
言

自
治
体
協
議
会
」へ
引
き
続
き
加
盟

す
べ
き
。
③
消
費
税
8
％
へ
の
増
税

に
よ
り
経
済
は
危
機
的
な
状
況
で
あ

り
、「
中
小
企
業
の
景
況
」の
結
果
等

か
ら
も
区
民
へ
の
影
響
は
大
き
い
。

区
長
の
認
識
は
。
④
消
費
税
10
％
へ

の
増
税
は
先
送
り
実
施
で
は
な
く
中

止
す
べ
き
。
区
長
の
見
解
は
。
⑤
増

税
の
一
方
で
、
政
府
は
法
人
税
率
の

引
き
下
げ
を
表
明
し
て
い
る
。
地
方 

自
治
体
の
税
収
減
に
も
つ
な
が
り
、実 

施
す
べ
き
で
な
い
。区
長
の
考
え
は
。

　
　
　

①
憲
法
の
遵
守
は
公
務
員
と

し
て
当
然
の
義
務
と
考
え
る
。
②
従

来
の
区
政
を
継
承
し
「
平
和
首
長
会

議
」
等
へ
の
加
盟
を
継
続
す
る
。
③

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
状
況
と
考

え
る
。
④
持
続
的
な
社
会
保
障
制
度

の
構
築
と
財
源
確
保
の
た
め
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
は
必
要
。
10
％
へ
の

引
き
上
げ
に
あ
た
っ
て
は
経
済
状
況

の
好
転
が
重
要
。
低
所
得
者
対
策
や

中
小
事
業
者
へ
の
配
慮
を
、
引
き
続

き
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
要
望
す

る
。
⑤
法
人
税
の
実
効
税
率
を
1
％ 

質
問

質
問

答
弁

引
き
下
げ
た
場
合
、
特
別
区
に
は
91 

億
円
程
度
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
。

重
要
な
財
源
で
あ
り
、
地
方
の
歳
入 

に
影
響
が
な
い
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

新
教
育
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
　
　

2015
年
4
月
導
入
の
新
教
育
制

度
は
、
政
治
的
中
立
性
が
求
め
ら
れ

る
教
育
行
政
に
首
長
の
意
向
を
反
映 

さ
せ
る
も
の
で
、反
対
の
声
が
多
い
。

特
に
教
科
書
採
択
に
関
し
区
長
や
教

育
委
員
の
意
向
で
排
除
や
押
し
付
け

を
行
う
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
同
様 

現
場
の
教
員
の
意
見
を
尊
重
す
べ
き
。

　
　
　

区
は
、
教
科
書
採
択
に
つ
い

て
特
に
政
治
的
中
立
性
の
要
請
が
高

い
と
認
識
。
新
教
育
制
度
で
※
総
合

教
育
会
議
の
協
議
議
題
と
す
べ
き
で

な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
こ
れ

ま
で
同
様
の
教
科
書
採
択
が
進
め
ら

れ
る
と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
も
こ

れ
ま
で
の
審
議
委
員
会
や
調
査
委
員

会
等
で
の
校
長
や
教
員
等
に
よ
る
調

査
・
審
議
を
も
と
に
、
今
後
も
学
校

の
意
向
や
実
情
に
十
分
配
慮
し
つ
つ

公
正
で
適
正
な
教
科
書
採
択
を
行
う
。

新
宿
区
次
世
代
育
成
支
援
計
画

（
第
三
期
）と
新
宿
区
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画

　
　
　

①
待
機
児
童
数
は
11
月
1
日

現
在
新
定
義
318
名
、
旧
定
義
449
名
。

保
育
需
要
に
整
備
が
追
い
付
い
て
い

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

宿
の
ま
ち
を
創
造
し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
熱
心
さ
と
誠
実
さ
を
保

ち
、
そ
し
て
謙
虚
な
心
を
忘
れ
ず
に

区
政
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　

中
山
区
政
の
12
年
間
は
、
区

の
発
展
に
大
変
意
義
が
あ
っ
た
。
前

区
長
は
現
場
・
現
実
を
重
視
し
、
熱

心
で
誠
実
で
謙
虚
な
姿
勢
を
貫
い

た
。
区
長
は
、
区
政
運
営
に
あ
た

り
「
熱
心
・
誠
実
・
謙
虚
さ
」
を
持

ち
続
け
て
、
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
を

担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
区
長
の
所

見
は
。

　
　
　

前
区
長
の
描
い
て
き
た
新
宿

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
継
承
し
、
区
民
の
皆

様
と
と
も
に
持
続
的
に
発
展
す
る
新

答
弁

根
本　

二
郎

区
民
主
権
の
会

中
山
区
政
の
継
承
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

地域全体で災害時要援護者への支援を

　
　
　

地
域
が
主
体
と
な
り
、
災
害

時
要
援
護
者
の
安
否
確
認
や
避
難
誘

導
を
適
切
に
行
え
る
よ
う
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
作
成
し
て
い
る
支

援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
よ
う
に
、
区
が
町

会
・
自
治
会
向
け
の
支
援
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
災
害
時
要
援
護
者
名

簿
と
一
緒
に
配
付
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

他
自
治
体
の
手
引
き
や
取
組

質
問

久
保　

広
介

町
会
・
自
治
会
向
け
災
害
時
要
援
護
者

支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を

民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

※【総合教育会議】　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正に伴い、平成 27 年 4 月から地方公共団体に設置される会議体。首長と教育委員会により構成され、教育行政の指針となる大綱の策定に関する協議
等を行う。
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答
弁

公有地等を活用し保育所・特養・障害者施設の整備を

答
弁
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会派略称

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

池
田�

だ
い
す
け

暮
ら
し
や
す
さ　

番
の
新
宿

　
　
　

①
少
子
化
に
歯
止
め
を
か

け
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
き
な
課

題
。
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。
②
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
で
、
区
の
権
限

と
責
任
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
が
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
ど

の
よ
う
に
実
現
さ
れ
て
い
る
の
か
。

③
教
育
委
員
会
制
度
改
革
に
対
す
る

考
え
と
、
大
綱
策
定
の
中
で
新
宿
の

教
育
へ
の
関
わ
り
方
は
。

　
　
　

①
私
立
幼
稚
園
保
護
者
に
対 

し
補
助
金
制
度
の
充
実
を
図
り
、
第

1
子
で
は
年
収
約
360
万
円
ま
で
、
第 

2
子
以
降
で
は
680
万
円
ま
で
の
世
帯 

で
幼
稚
園
保
育
料
の
無
償
化
を
実
現
。 

更
に
収
入
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
第

2
子
半
額
、
第
3
子
以
降
無
償
と
な 

る
よ
う
実
施
。
国
の
動
向
を
踏
ま
え

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
着
実
に
取
り 

組
む
。
②
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事 

業
計
画
に
は
、
新
制
度
に
お
け
る
認 

定
区
分
ご
と
の
ニ
ー
ズ
量
を
算
定
し
、 

ニ
ー
ズ
量
に
見
合
っ
た
確
保
方
策
や
、 

新
制
度
に
お
け
る
認
可
と
確
認
な
ど 

の
仕
組
み
も
記
載
し
区
民
に
示
し
て 

い
る
。
③
改
正
に
よ
り
、
首
長
と
教

育
委
員
会
と
の
連
携
強
化
な
ど
が
一

層
図
ら
れ
る
。
大
綱
の
策
定
に
あ
た

り
新
宿
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
を

基
本
と
し
、
総
合
教
育
会
議
の
中
で

議
論
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

　
　
　

①
特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道

建
築
物
補
助
金
対
象
の
件
数
や
規
模

は
。
耐
震
改
修
工
事
や
建
替
え
が
未

実
施
の
も
の
へ
の
対
応
は
。
②
危
険

ド
ラ
ッ
グ
を
含
む
危
険
薬
物
の
排
除

に
向
け
、条
例
化
を
含
め
た
検
討
を
。

③「
不
燃
化
推
進
特
定
整
備
地
区
」

に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
、
木
造
住
宅

密
集
地
域
の
解
消
に
向
け
た
取
組
み

と
、
今
後
の
指
定
の
見
込
み
は
。

　
　
　

①
耐
震
改
修
補
助
対
象
建
築

物
は
190
棟
あ
り
、
11
月
末
時
点
で
、

耐
震
診
断
の
未
実
施
が
8
棟
、
診
断

の
実
施
率
は
約
96
%
。
診
断
の
結
果
、

耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
た
建
築
物

が
17
棟
、
未
実
施
は
114
棟
あ
る
。
未

実
施
の
建
築
物
を
戸
別
訪
問
し
、
改

修
工
事
の
実
施
を
強
く
要
請
す
る
。

耐
震
改
修
工
事
補
助
へ
の
所
得
制
限

等
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。
②
危
険

な
薬
物
全
般
を
対
象
に
、店
舗
や
ネ
ッ

ト
販
売
な
ど
に
も
排
除
の
網
を
掛
け

ら
れ
る
よ
う
な
条
例
を
検
討
し
て
い

る
。
販
売
店
舗
の
潜
在
化
に
対
し
て

も
区
や
警
察
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と

を
条
例
に
盛
り
込
む
予
定
。
③
地
域

危
険
度
の
高
い
地
区
か
ら
、
新
防
火

地
域
の
導
入
や
緩
和
型
の
地
区
計
画

の
策
定
を
進
め
、
既
存
の
各
種
支
援

事
業
の
現
地
説
明
会
や
個
別
相
談
会

を
開
催
し
解
消
に
取
り
組
む
。
東
京

都
に
対
し
、
不
燃
化
特
区
へ
の
指
定

要
件
の
弾
力
的
運
用
を
要
請
す
る
と

と
も
に
、
新
た
な
支
援
策
の
創
設
も

他
区
と
連
携
し
要
請
す
る
。

賑
わ
い
都
市
・
新
宿
の
創
造

　
　
　

①
街
路
灯
の
LED
化
は
効
果
が

大
き
く
、
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
か

質
問

質
問

東京オリンピック・パラリンピック開催に向けLED化の推進を耐震改修で変身！

ら
時
限
を
定
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

つ
べ
き
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
意
識
し
た
推
進
を
。

②
現
在
ま
で
の
商
店
街
灯
の
LED
化
の

実
施
状
況
は
。
区
の
支
援
の
枠
組
み

を
超
え
、
東
京
都
に
働
き
か
け
る
な

ど
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
独
自
性
を

も
っ
た
支
援
制
度
に
す
べ
き
。
③
平

成
27
年
度
に
甲
州
街
道
高
架
橋
の
架

け
替
え
が
完
成
予
定
だ
が
、
工
事
の

現
状
と
高
架
下
空
間
を
活
用
し
て
ど

の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
の
か
。

　
　
　

①
3753
基
の
小
型
水
銀
灯
に
つ

い
て
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
に
LED
街
路

灯
に
改
修
す
る
よ
う
検
討
す
る
。
②

区
内
104
商
店
会
の
う
ち
、
73
商
店
会

に
街
路
灯
が
有
り
、
39
商
店
会
が
LED

化
を
実
施
し
、34
商
店
会
が
未
実
施
。

区
独
自
の
補
助
率
の
上
乗
せ
を
継
続

し
、
必
要
に
応
じ
東
京
都
に
働
き
か

け
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め

る
。
③
現
在
、
国
が
新
宿
駅
南
口
地

区
基
盤
整
備
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

完
成
す
る
と
、
約
3000
平
方
メ
ー
ト
ル

の
空
間
が
で
き
る
。
国
は
地
下
通
路

と
地
上
部
を
結
ぶ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と

階
段
を
設
置
。
区
で
も
観
光
案
内
所

や
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
整
備

し
、
自
転
車
等
駐
輪
場
の
増
設
や
喫

煙
場
所
の
設
置
も
併
せ
て
計
画
し
て

い
る
。

　
　
　

①
平
成
27
年
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
」
で
は
、
区
は
事
業
計
画

を
策
定
し
、
保
育
施
設
等
の
整
備
等

を
的
確
に
進
め
る
責
務
が
あ
る
。
待

機
児
童
が
解
消
さ
れ
ず
、
今
後
も
保

育
ニ
ー
ズ
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
中

で
、
特
に
ニ
ー
ズ
が
高
い
０
～
２
歳

児
ま
で
の
受
け
入
れ
枠
を
拡
大
す
る

た
め
に
、
学
校
施
設
等
を
活
用
し
た

保
育
ル
ー
ム
等
の
小
規
模
保
育
へ
の

取
組
み
や
事
業
所
内
の
保
育
事
業
を

今
ま
で
以
上
に
推
進
す
べ
き
。
②
区

は
、
平
成
21
年
度
か
ら
保
育
園
等
に

通
う
第
３
子
の
保
育
料
を
無
償
化

し
、
平
成
26
年
度
か
ら
対
象
施
設
を

拡
大
し
て
第
２
子
の
保
育
料
を
半
額

と
し
第
３
子
か
ら
は
無
償
化
し
て
い

る
。第
２
子
の
保
育
料
の
無
償
化
は
、

国
の
支
援
充
実
を
待
た
ず
に
区
が
積

極
的
に
取
り
組
む
べ
き
。

　
　
　

①
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
で
認
可
保
育
所
の
ほ
か
、
０

～
２
歳
児
を
対
象
と
す
る
地
域
型
保

育
事
業
も
低
年
齢
児
の
受
け
入
れ
枠

確
保
の
た
め
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

３
歳
児
に
な
っ
た
時
の
受
け
皿
と
し

て
、
保
育
園
等
の
定
員
拡
大
の
可
能

性
や
区
立
幼
稚
園
の
一
時
預
か
り
も

検
討
し
、
今
後
５
年
間
で
環
境
整
備

を
進
め
る
。
②
経
済
的
支
援
の
必
要

性
は
認
識
し
て
お
り
、
国
の
動
向
を

踏
ま
え
て
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
着

実
に
取
り
組
む
。

区
有
街
路
灯
の
完
全
LED
化
に
つ
い
て

　
　
　

2020
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
目
指
し
、
来

年
度
か
ら
街
路
灯
LED
化
の
予
算
を
拡

充
す
べ
き
。
区
長
の
考
え
は
。

　
　
　

環
境
都
市
新
宿
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
、
2020
年
ま
で
に
3753
基
の
小

型
水
銀
灯
を
LED
街
路
灯
へ
改
修
す
る

よ
う
検
討
す
る
。

質
問

区
民
の
い
の
ち
を
守
る
防
災
対
策

社
会
新
宿
区
議
会
議
員
団

か
わ
の�

達
男

　
　
　

東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も 

な
く
４
年
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

20
年
。
①
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し 

く
な
い
首
都
直
下
地
震
に
つ
い
て
、 

区
長
の
認
識
は
。
②
区
役
所
本
庁
舎 

の
免
震
化
を
進
め
る
一
方
で
、
住
宅 

の
耐
震
化
も
急
ぐ
べ
き
。
建
築
物
等 

耐
震
化
支
援
事
業
の
利
便
性
向
上
や

補
助
金
拡
大
を
図
り
、
耐
震
化
の
促

進
を
。③
区
民
の
要
望
が
強
い
震
災
・

防
災
対
策
へ
の
区
長
の
決
意
は
。

　
　
　

①
首
都
直
下
地
震
への
対
策

は
最
重
要
政
策
。
全
力
で
推
進
す
る
。

質
問

②
区
の
支
援
制
度
は
他
自
治
体
と
比

べ
て
手
厚
く
な
っ
て
い
る
。
耐
震
化
を 

進
め
る
た
め
制
度
の
利
用
を
促
進
す

る
。
③
防
災
対
策
の
総
合
的
推
進
と 

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
取
組
み
で
、 

高
度
防
災
都
市
化
の
実
現
を
目
指
す
。

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

1

免震化が進む区役所本庁舎地下の様子

災
害
に
強
い
逃
げ
な
い
で
す
む
ま
ち
づ
く
り

新
宿
区
議
会
公
明
党

有
馬�

と
し
ろ
う

図
る
た
め
耐
震
改
修
工
事
へ
の
補

助
の
所
得
制
限
等
の
見
直
し
を
検

討
す
る
。
ま
た
、
木
造
住
宅
の
耐

震
化
を
地
域
ご
と
に
説
明
す
る「
耐

震
化
モ
デ
ル
事
業
」
を
拡
充
す
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

　
　
　

首
都
直
下
地
震
発
生
時
の
大

規
模
火
災
・
延
焼
対
策
の
た
め
、
木

造
住
宅
密
集
地
域
の
解
消
や
住
宅
の

耐
震
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
ま

た
、
震
災
時
の
救
助
活
動
等
の
生
命

線
と
も
言
え
る
特
定
緊
急
輸
送
道
路

沿
道
建
築
物
の
耐
震
化
も
早
急
な
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
区
長
の
所
信
表

明
に
あ
る
「
災
害
に
強
い
、
逃
げ
な

い
で
す
む
ま
ち
づ
く
り
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
む
」

た
め
の
具
体
的
方
策
は
。

　
　
　

特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道

建
築
物
に
つ
い
て
は
耐
震
診
断
を

100
％
実
施
し
、
早
急
に
耐
震
化
を

質
問

答
弁

答
弁

質
問

新
宿
の
高
度
防
災
都
市
化
と

安
全
安
心
の
強
化

答
弁
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中
山
前
区
長
を
継
承
し
平
和
施
策
の
発
展
を

新
宿
区
議
会
花
マ
ル
ク
ラ
ブ

な
す　

雅
之

※【シェイクアウト訓練】　事前登録した参加者が訓練開始の合図で、学校や職場などそれぞれの場所で一斉に安全確保行動を行う訓練。

民
無
ク

鈴
木�

ひ
ろ
み

東
京
五
輪
開
催
に
向
け
て

　
　
　

外
国
人
観
光
客
を
は
じ
め
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
地
域
や
商
店
街

に
、
無
料

Wi-Fi
環
境
の
面
的
な
整
備
が

必
要
。①
整
備
へ
向
け
た
取
組
み
を
。

②
都
が
都
内
全
域
に
無
料

Wi-Fi
を
整
備

す
る
と
し
た
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

①
無
料

Wi-Fi
は
、
来
街
者
の
利

便
性
・
回
遊
性
向
上
や
災
害
時
の
情

報
提
供
に
有
効
。
具
体
的
な
計
画
は

定
め
て
い
な
い
が
、
面
的
な
整
備
を

進
め
る
。
②
機
会
を
捉
え
て
都
に
対 

し
区
内
へ
の

Wi-Fi
設
置
を
働
き
か
け
る
。

答
弁

質
問

の
づ�

た
け
し

悲
惨
な
自
転
車
事
故
の
防
止
や
歩
行

者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、

自
転
車
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
の
周
知
・
啓
発
を
徹
底
す
べ
き
。

　
　
　

小
中
学
校
や
地
域
で
交
通
安

全
教
室
を
警
察
と
連
携
し
て
実
施
す

る
と
と
も
に
街
頭
で
の
啓
発
等
、
よ

り
多
く
の
区
民
へ
の
周
知
に
努
め
る
。

答
弁

自
転
車
利
用
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

　
　
　

自
転
車
事
故
に
よ
る
多
額
の

損
害
賠
償
が
生
じ
る
事
例
等
を
受
け

て
最
近
で
は
新
た
な
保
険
制
度
を
模

索
す
る
自
治
体
の
動
き
が
出
て
い
る
。

質
問

公
明

北
島　

敏
昭

を
明
確
に
し
、早
急
な
対
策
を
。
②
中 

央
公
園
が
憩
い･

ス
ポ
ー
ツ･

避
難

場
所
な
ど
多
様
な
目
的
に
最
大
限 

活
用
さ
れ
る
よ
う
な
総
合
的
計
画
を
。

　
　
　

①
子
育
て
支
援
と
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

②
多
く
の
意
見
を
聞
き
災
害
対
策
を

含
め
た
整
備
計
画
を
策
定
す
る
。

答
弁

子
育
て
支
援
と

新
宿
中
央
公
園
の
総
合
計
画

　
　
　

①
角
筈･

柏
木
地
域
で
増
加

見
込
み
の
子
育
て
世
帯
定
住
化
の
た 

め
、幼
児
教
育
の
受
け
皿
の
ビ
ジ
ョ
ン 

質
問

公
明

豊
島�

あ
つ
し

周
辺
の
駐
輪
場
対
策
を
。

　
　
　

地
域
で
催
す
自
転
車
交
通
マ

ナ
ー
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
早
稲
田

大
学
の
学
生
の
参
加
を
契
機
と
し
、

駐
輪
対
策
を
含
む
地
域
整
備
に
つ
い

て
大
学
の
専
門
的
な
立
場
か
ら
提
案

し
て
い
た
だ
き
、
地
域
、
大
学
と
区

が
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

答
弁

「
域
学
連
携
」に
よ
る
駐
輪
対
策
を

　
　
　

大
学
の
豊
富
な
英
知
と
学
生

の
柔
軟
な
発
想
、
そ
し
て
生
活
・
経

験
に
根
差
し
た
地
域
力
を
結
集
す
る

「
域
学
連
携
」を
活
用
し
、
早
稲
田
駅

質
問

公
明

中
村�

し
ん
い
ち

ト
訓
練
の
実
施
を
。
②
全
世
帯
に
対

し
、
家
具
類
転
倒
防
止
器
具
の
設
置

を
推
進
す
る
新
た
な
施
策
を
。

　
　
　

①
避
難
所
訓
練
の
際
に
取
り

入
れ
る
等
、
多
く
の
方
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
②
総
合
危
険
度
の

高
い
地
域
に
申
請
書
を
戸
別
配
布
す

る
な
ど
設
置
増
加
に
努
め
て
い
く
。

答
弁

防
災
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　

①
震
災
発
生
直
後
約
15
分
間

に
生
じ
る
被
害
を
な
く
す
た
め
、
誰

で
も
参
加
で
き
、
防
災
・
減
災
意
識

の
啓
発
に
有
効
な
※
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

質
問

公
明

赤
羽�

つ
や
子

委
託
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
事
業

の
円
滑
な
推
進
の
た
め
、
持
続
可
能

な
運
営
体
制
の
構
築
を
。

　
　
　

地
域
特
性
や
ご
み
の
排
出
状

況
等
を
考
慮
し
た
作
業
計
画
の
効
率

的
・
安
定
的
な
実
施
の
た
め
、
業
務

委
託
を
活
用
し
、
今
後
も
事
業
者
と 

十
分
に
協
議
し
体
制
確
保
に
努
め
る
。

答
弁

清
掃
事
業
の
円
滑
な
運
営
を

　
　
　
「
ご
み
半
減
、
リ
サ
イ
ク
ル

倍
増
」の
推
進
の
た
め
、
ご
み
の
収
集

場
所
や
収
集
方
法
の
様
々
な
変
更
が

行
わ
れ
、
同
時
に
清
掃
事
業
の
業
務

質
問

自
民

桑
原　

羊
平

示
し
て
ほ
し
い
等
、
具
体
的
で
多
様

な
ニ
ー
ズ
を
知
る
工
夫
が
必
要
で
は
。

　
　
　

所
蔵
資
料
の
「
見
え
る
化
」

を
財
団
HP
で
対
応
し
、
マ
ス
コ
ミ
等

の
活
用
も
含
め
た
周
知
方
法
を
工
夫

し
、
所
蔵
資
料
の
充
実
や
魅
力
的
な 

展
示
の
実
施
に
よ
り
、
更
な
る
入
館 

者
増
と
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
に
努
め
る
。

答
弁

歴
史
博
物
館
か
ら
見
た
文
化
行
政

　
　
　

文
化
施
設
や
文
化
財
に
対
す

る
理
解
者
を
区
民
の
中
に
広
げ
る
取

り
組
み
が
必
要
。
収
蔵
資
料
を
「
見

え
る
化
」
し
、
こ
れ
を
見
た
い
、
展

質
問

公
明

井
下
田��

栄
一

体
が
加
入
す
る
「
四
谷
文
化
ネ
ッ
ト
」

で
は
、
連
絡
会
で
の
情
報
交
換
等
を

行
っ
て
い
る
。
区
も
文
化
ネ
ッ
ト
と

の
関
係
づ
く
り
を
強
化
し
、
相
乗
性

を
生
か
し
た
事
業
の
実
施
を
。

　
　
　

共
同
講
演
会
、
共
同
展
示
等
、

連
絡
会
で
の
情
報
交
換
の
中
で
、
更

な
る
連
携
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

答
弁

四
谷
の
文
化
観
光
振
興

　
　
　

四
谷
の
多
様
な
文
化
を
、
国

内
外
の
来
街
者
に
発
信
す
る
こ
と
は
、

新
宿
の
文
化
観
光
振
興
に
有
意
義
。

民
音
音
楽
博
物
館
を
は
じ
め
、
18
団

質
問

主
権

主
権

え
の
き�

秀
隆

築
と
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
の
徹
底
等
の
実

現
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
区
の
ク
ラ

ウ
ド
化
の
取
組
み
成
果
は
。

　
　
　

24
年
度
に
は
ク
ラ
ウ
ド
基
盤

整
備
を
完
了
し
、
所
管
の
一
元
管
理

に
よ
り
シ
ス
テ
ム
構
築
の
短
縮
や
ICT

コ
ス
ト
削
減
、
震
災
・
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
が
更
に
強
化
さ
れ
た
。

答
弁

電
子
自
治
体
の
取
り
組
み

　
　
　

総
務
省
が
発
表
し
た
、
電
子

自
治
体
の
取
組
み
を
加
速
す
る
た
め

の
10
の
指
針
に
は
、
災
害
や
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
強
い
行
政
基
盤
の
構

質
問

自
民

下
村　

治
生

　
　
　

①
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
継

承
し
、
更
に
発
展
さ
せ
全
庁
一
丸
と

な
り
行
政
改
革
を
着
実
に
進
め
る
。

②
特
に
重
点
と
な
る
行
政
改
革
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
事
務
事
業
見
直
し

の
徹
底
と
施
策
の
重
点
化
と
、
効
果

的
か
つ
効
率
的
な
「
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
だ
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

行
政
改
革
に
つ
い
て

　
　
　

①
こ
れ
か
ら
4
年
間
の
区
政

運
営
に
と
っ
て
重
要
な
行
政
改
革
に

対
す
る
考
え
は
。
②
行
政
改
革
を
推

進
す
る
に
あ
た
っ
て
の
重
点
項
目
は
。

質
問

共
産

阿
部　

早
苗

民
設
民
営
保
育
園
に
つ
い
て

料
を
園
が
迅
速
に
返
還
し
な
か
っ
た

の
は
不
適
切
。
③
適
切
に
対
応
で
き

な
い
な
ら
民
営
化
を
や
め
る
べ
き
。

　
　
　

①
園
へ
の
調
査
で
指
摘
の
事

実
は
な
い
と
認
識
。
②
園
へ
確
認
し

す
ぐ
返
金
す
る
旨
の
回
答
を
得
て
い

た
。
園
の
内
部
手
続
き
の
遅
れ
と
認

識
。
③
今
後
も
適
切
な
指
導
を
行
う
。

　
　
　

①
新
宿
こ
だ
ま
保
育
園
で
の

パ
ワ
ハ
ラ
や
労
働
条
件
の
不
利
益
変

更
の
陳
情
に
関
し
労
使
双
方
に
調
査

す
べ
き
。
②
免
除
す
べ
き
延
長
保
育

質
問

答
弁

中山区政の継承とさらなる発展を

　
　
　

①
区
長
は
憲
法
第
9
条
も
含

め
て
憲
法
を
守
る
意
思
が
あ
る
か
。

②
区
長
は
前
区
政
の
継
承
と
発
展
を

掲
げ
て
い
る
が
、「
平
和
政
策
の
継

承
」
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

①
日
本
国
憲
法
は
第
99
条

で
、
公
務
員
の
憲
法
の
尊
重
擁
護
義

務
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
区
長
と

し
て
、
憲
法
を
遵
守
し
て
い
く
。
②

「
新
宿
区
平
和
都
市
宣
言
」
の
精
神

を
実
践
し
て
い
る
従
来
の
区
政
を
継

承
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

質
問

答
弁

平
和
啓
発
事
業
の
着
実
な
実
施
や 

平
和
首
長
会
議
等
の
加
盟
の
継
続 

な
ど
、
引
き
続
き
、
平
和
啓
発
に 

力
を
尽
く
し
て
い
く
。
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請
願
・
陳
情
の
内
容
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（［　

］は
審
査
を
行
っ
た
委
員
会
名
）

□�

手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
26
陳
情
第
26
号
）［
福
祉
健
康
委
員
会
］

□�

手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
26
陳
情
第
17
号
）［
福
祉
健
康
委
員
会
］

□�

2020
年
東
京
五
輪
の
チ
ケ
ッ
ト
を
避
難
者
に
優
先
配
布
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
総
務
区
民
委
員
会
］

□�「
地
方
自
治
法
第
124
条
の
行
政
庁
見
解
訂
正
に
つ
い
て
の
意
見
書
提

　

出
」に
関
す
る
陳
情　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
総
務
区
民
委
員
会
］

□�

落
四
小
内
学
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も
ひ
ろ
ば
の
質
の
確
保
に
つ

い
て
の
陳
情　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
文
教
子
ど
も
家
庭
委
員
会
］

□�

北
新
宿
４
丁
目
大
東
橋
公
園
前
建
設
予
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関
す
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
環
境
建
設
委
員
会
］

□�「
建
築
物
の
工
事
に
係
る
騒
音
等
の
紛
争
の
予
防
に
関
す
る
要
綱
」改
正

　

等
に
関
す
る
陳
情　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
環
境
建
設
委
員
会
］

□�

新
宿
区
学
童
ク
ラ
ブ
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
陳
情　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
文
教
子
ど
も
家
庭
委
員
会
］

採

択
　
1
件

撤
回
の
承
認
　
1
件

不

採

択
　
2
件

継
続
審
査
　
1
件（
新
た
に
提
出
さ
れ
た
も
の
）

審
議
未
了
　
3
件

●本紙に関する問い合わせ　議会事務局調査管理係　電話：5273-3534
新宿区は、環境への負荷
を少なくし、未来の環境
を創造するまちづくりを
推進しています。

あ
と
が
き

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
区
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
号
は
、
第
4
回
定
例
会
の
会
期
変
更
に
伴
い

発
行
日
が
1
月
25
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
紙
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員

お
ぐ
ら　

利　

彦

鈴　

木　

ゆ
き
え

下　

村　

治　

生

中　

村　
し
ん
い
ち

近　

藤　

な
つ
子

志　

田　

雄
一
郎

根　

本　

二　

郎

文
教
子
ど
も
家
庭
委
員
会

教
育
委
員
会
所
管
の
職
員
等
の
給
与
と　
　

　

指
定
管
理
者
を
決
め
る
議
案
な
ど
を
採
決

●
今
定
例
会
で
は
、
幼
稚
園
の

教
諭
や
教
育
委
員
な
ど
の
給
与

に
関
す
る
条
例
３
件
、
小
学
校

の
夏
冬
春
休
み
の
学
童
ク
ラ
ブ

利
用
の
条
例
、
児
童
館
な
ど
５

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、

補
正
予
算
案
な
ど
11
件
の
議
案

を
審
査
し
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。
応
募
事
業
者
が
１

社
の
み
の
施
設
が
あ
り
、
指
定

管
理
者
制
度
の
趣
旨
が
活
か
さ

れ
な
い
と
の
発
言
が
複
数
の
委

員
か
ら
出
ま
し
た
。

●
新
た
に
業
務
委
託
す
る
２
か

所
の
学
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子

ど
も
ひ
ろ
ば
を
運
営
す
る
事
業

者
選
定
結
果
の
報
告
を
受
け
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
新
た
に
付
託
さ
れ
た
陳
情
２

件
の
う
ち「
新
宿
区
学
童
ク
ラ

ブ
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

陳
情
」に
つ
い
て
は
、「
要
旨
」に

は
全
会
派
が
賛
成
し
た
も
の
の

「
理
由
」に
賛
同
で
き
な
い
箇
所

が
あ
り
不
採
択
を
主
張
す
る
会

派
と
、
採
択
を
主
張
す
る
会
派

が
あ
り
審
査
未
了
と
し
、
ほ
か

２
件
は
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

等
へ
の
反
映
に
つ
い
て
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

●
10
月
27
日
・
28
日
に
地
方
都

市
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

静
岡
県
浜
松
市
で
は
、
行
財

政
改
革
や
、
行
政
評
価
に
基
づ

い
た
政
策
・
事
業
へ
の
「
選
択

と
集
中
」
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

　

三
重
県
四
日
市
市
で
は
、
次

世
代
を
担
う
若
年
層
か
ら
の
意

見
聴
取
の
取
り
組
み
な
ど
、
議

会
改
革
に
関
す
る
施
策
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
・
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

地
方
都
市
視
察（
行
財
政
・
議
会
改
革
）・

平
成
26
年
度
外
部
評
価
実
施
結
果
に
つ
い
て

●
平
成
26
年
度
の
外
部
評
価
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
、
外
部
評

価
委
員
会
で
の
意
見
交
換
の
内

容
や
、
予
算
編
成
や
実
行
計
画

議
会
運
営
委
員
会

出
産
に
よ
る
会
議
の
欠
席
を
認
め
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　

改
め
て
確
認
し
ま
し
た

　

新
宿
区
議
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
慣
例
と
し
て
出
産
に
よ
る

会
議
の
欠
席
を
認
め
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
も
同
様
の
事
例
が

発
生
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、

今
回
、
出
産
に
よ
る
会
議
の
欠

席
を
認
め
る
こ
と
を
、
改
め
て

議
会
運
営
委
員
会
で
確
認
し
ま

し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
今

後
も
様
々
な
取
り
組
み
を
行
い

な
が
ら
、
区
議
会
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
わ
か
り
や
す
い
議
会
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

環
境
建
設
委
員
会

３
月
か
ら
新
宿
中
央
公
園
に

フ
ッ
ト
サ
ル
場
が
開
設
さ
れ
ま
す

●
今
定
例
会
で
は
、「
新
宿
区

立
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
な
ど
議
案
２
件
を
審

査
し
、
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

新
宿
中
央
公
園
に
新
た
に
開

設
さ
れ
る
フ
ッ
ト
サ
ル
場
の
運

営
や
利
用
に
つ
い
て
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

●
継
続
審
査
中
の
陳
情
10
件
の

う
ち
、
２
件
に
つ
い
て
は
該
当

工
事
が
終
了
し
て
い
る
こ
と
か

ら
審
査
未
了
と
し
、
残
り
８
件

は
引
き
続
き
継
続
審
査
と
し
ま

し
た
。

●
報
告
で
は
、「
西
大
久
保
公
園 

の
目
的
外
使
用
承
認
に
つ
い

て
」
と
「
訴
訟
事
件
の
終
了
に

つ
い
て
」
の
２
件
の
説
明
を
受

け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
者
に
お
い
て
は
、
承
認

期
限
の
到
来
に
よ
り
大
久
保

第
二
保
育
園
が
使
用
終
了（
移

転
）と
な
り
、
大
久
保
こ
と
ぶ

き
館
は
継
続
使
用
を
認
め
た
旨

の
報
告
と
、
併
せ
て
こ
と
ぶ
き

館
再
設
置
の
た
め
の
改
築
工
事 

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

●
今
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算

な
ど
議
案
18
件
と
、
新
た
に
付

託
さ
れ
た
２
件
を
含
む
４
件
の

陳
情
を
審
査
し
、
11
件
の
報
告

を
受
け
、質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
急
な
解
散
・
総
選
挙
に
対
応

す
る
た
め
、
衆
議
院
議
員
選
挙

に
係
る
補
正
予
算
の
議
案
を
先

議
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
区
議
会
議
員
の
報
酬
引
き
上

げ
の
条
例
と
区
長
・
副
区
長
の

給
料
等
引
き
上
げ
の
条
例
、
及

び
関
連
す
る
補
正
予
算
は
賛
否

が
分
か
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

総
務
区
民
委
員
会

特
別
職
の
報
酬
に
関
す
る
条
例
や
、

　
　

補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

●
区
内
10
か
所
の
地
域
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

は
従
前
ど
お
り
、
各
地
域
セ
ン

タ
ー
の
管
理
運
営
委
員
会
を
指

定
す
る
議
案
を
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

●
夏
目
漱
石
記
念
施
設
整
備
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

●
新
た
に
付
託
さ
れ
た
２
件
の

陳
情
は
、
い
ず
れ
も
不
採
択
と

し
ま
し
た
。

福
祉
健
康
委
員
会

区
立
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
を
可
決

●「
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳

情
」
は
採
択
の
上
、
関
係
機
関

に
要
請
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
、
ほ
か
１
件
の
陳
情
は
継
続

審
査
と
し
ま
し
た
。

●「
大
久
保
こ
と
ぶ
き
館
の
運

営
に
つ
い
て
」、「
新
た
な
難
病

医
療
費
助
成
制
度
等
に
つ
い

て
」な
ど
、
10
件
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
今
定
例
会
で
は
、議
案
12
件
、

陳
情
２
件
を
審
査
し
、
10
件
の

報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

●
区
立
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
や
区
立
高
田
馬
場
地
域
交

流
館
な
ど
、
10
件
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
と
、
補
正

予
算
２
件
の
説
明
を
受
け
、
質

疑
を
行
っ
た
後
、
い
ず
れ
も
全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

防
災
等
安
全
対
策
特
別
委
員
会

「
地
域
防
災
計
画（
26
年
度
修
正
）」決
定

　

区
民
の
安
全
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
！

●
今
定
例
会
で
は
、「
新
宿
区

地
域
防
災
計
画
（
平
成
26
年
度

修
正
）」
な
ど
２
件
の
報
告
を

受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
本

計
画
は
、
改
正
災
害
対
策
基
本

法
等
と
、
７
月
に
修
正
さ
れ
た

東
京
都
地
域
防
災
計
画
等
と
の

整
合
性
を
図
り
、
よ
り
機
能
的

な
も
の
と
な
る
よ
う
修
正
を
施

し
た
も
の
で
す
。

　
「
法
改
正
に
よ
り
、
新
宿
区

の
災
害
時
要
援
護
者
の
位
置
付

け
は
ど
う
な
る
の
か
」
な
ど
の

質
疑
や
意
見
が
出
ま
し
た
。

●
継
続
審
査
中
の
陳
情
１
件

は
、
審
査
の
う
え
引
き
続
き
継

続
審
査
と
し
ま
し
た
。

福島県南相馬市

自
治
・
地
方
分
権
特
別
委
員
会

香
川
県
高
松
市
と
徳
島
県
鳴
門
市
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

視
察
に
行
き
ま
し
た

●
現
在
開
催
さ
れ
て
い
る
「
新

宿
区
自
治
基
本
条
例
検
証
会

議
」
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
10
月
23
・
24
日
に
地
方
都
市

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

香
川
県
高
松
市
で
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
い
う

地
域
自
治
組
織
の
成
り
立
ち
と

活
動
に
つ
い
て
、
新
宿
区
と
の

違
い
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

徳
島
県
鳴
門
市
で
は
、
同
市

で
制
定
さ
れ
た
自
治
基
本
条
例

に
つ
い
て
、
住
民
投
票
制
度
や

職
員
意
識
の
改
革
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

香川県高松市

三重県四日市市

●
10
月
15
・
16
日
に
地
方
都
市

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
島
県
南
相
馬
市
と
宮
城
県

仙
台
市
で
は
、
災
害
対
策
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。


